
申込・ 問い合わせ先

会 場： 中部大学 （ 愛知県春日井市松本町12 0 0［ JR神領駅より バス10 分］ ）  ※教室は裏面をご覧く ださ い

あいち ロボット 産業ク ラ スタ ー推進協議会

サブ ワーキン ググループ

ＡＩ 画像処理の

基礎知識と

外観検査への活用講座（ 3回連続講座）

ロボット と AIを用いた画像検査の自動化のため、画像処理・ 撮影・ 三次元計測の基礎やAIの概要に

ついて3 回の連続講座形式で解説を行います。講義に加え、実際にプログラムを作成する演習を行

い、システム検討や内製化に向けたスキルの獲得を目指し ます。また、AI画像処理を活用し た製品

検査装置等の活用事例を紹介します。

参加対象： ①あいちロボット 産業クラスター推進協議会会員

②製品の外観検査の自動化に取り 組みたいと 考えている企業、またはすでに取り 組んでいるが課題を抱える企業

③SIにあたり、既製品ではない画像処理技術を組み入れたいと 考えるロボット SIer企業

留意事項： ①全３ 回の受講を基本とします

②基本的なパソコン操作スキルがあること

③C言語を用いた簡易的なプログラムを読み、理解できると 望ましい

④ノート パソコンを持参可能なこと（ スペックの要件については、裏面［ 注意事項］ を参照）

定　 　 員： 20名  ※原則先着順。ただし 、1社複数名参加の場合は人数を制限さ せていただく 可能性があります。

参 加 費： 無料　

募集期間： 2023年12月14日(木)から2024 年2月８ 日(木)まで

【 申込先】

　 あいちロボット 産業クラスタ ー推進協議会サブワーキング
　 グループ事務局

　 県業務委託先： 合同会社O FFICE HARU（ 担当： 小野地）

　 メ ール： m a il@ offi ceha ru .n e t

【 事業全般に関する問合せ先】

　 愛知県経済産業局産業部産業振興課次世代産業室
　 ロボット 産業グループ

　 （ 担当： 西村、浅野）

　 電話： 0 52 -9 5 4 -6 3 52 　 　

　 メ ール： j ised a i@ p re f.a ich i. l g .j p

必要事項をメ ール本文に記載の上、以下の申込先まで電子メ ールにて送付く だ
さ い。件名に「 AI画像処理の基礎知識と 外観検査への活用講座申込」 とご記入
く ださ い。

＜必要事項＞①会社名、②所属部署、③参加者名（ 複数の場合は、参加さ れる
すべての方のお名前をご記入く ださ い） 、④連絡先電話番号、⑤連絡先メ ールア
ド レス、⑥AI画像処理の自社での取組・ 活用状況、⑦AI画像処理についての課題
や疑問点等

※申込メ ール受領後、数日以内に受付完了のメ ールを送信し ます。
※セミ ナー当日のスケジュール、集合場所等詳細については、開催日が近く なり まし た　
ら改めてご案内いたし ます。

m a il@ offi ceharu .net

主催： 愛知県

第1回 「 信号処理・ 画像処理入門」 2 024 年 2 13 :0 0 ～16 :3 022月 日 (木)

第2回 「 撮影・ 計測入門」 2 024 年 2 13 :0 0 ～16 :3 029月 日 (木)

第3回 「 A I・ 統計入門」 2 024 年 3 13 :0 0 ～16 :3 014月 日 (木)

参加費
無料

mailto:jisedai@pref.aichi.lg.jp


あいちロボット 産業クラスタ ー推進協議会について

【 協議会について】 　

　 ロボット 産業を、自動車、航空宇宙に続く 、第3の産業の柱として大きく 育てていく ことを目指し 、2014 年に当協議会を設立しました。

　 製造・ 物流等分野、医療・ 介護等分野、無人飛行ロボット の3分野のワーキンググループ等の取り 組みを通じて、

　 ロボット 開発や実用化、普及を推進しています。

　 サブワーキンググループでは、ロボット の開発側と利用側の連携による新たな技術・ 製品の創出や、ロボット の活用を一層進めるため、

　 限定したテーマに継続的に取り 組みます。

【 会員数】

　 594 社・ 団体（ 2023年11月末時点）

【 協議会ホームページ】

　 https://www.p ref.aich i.jp/sang yoshinko/jisedai/robot/council.htm l

【 入会方法】

　 以下W EBページをご覧の上、入会申込書をご提出く ださい。

 　 http s://www.p ref.aich i.jp/sang yoshinko/jised ai/robot/entry.htm l

・ 音の特徴抽出（ 自己相関関係、フーリ エ変換、ケプスト ラムなど）

・ 画像の特徴抽出（ エッ ジ強調、ハフ 変換、局小差分、フーリエ変換など）

・ 音と 画像の認識（ D Pマッ チング、クラスタリ ング、顔識別）

・ N eura l  N e tw o rk sによる認識と 検査（ 顔識別、傷検査など）

・ 画像撮影の概要説明

・ ３ 次元計測の概要説明

・ 工業用カメ ラを用いた画像の撮影演習

・ ３ 次元計測の基礎演習

会場： リ サーチセンタ ー

講師： 中部大学教授　 梅崎　 太造

会場： 15 号館 4 階 15 4 D ,15 4 E

講師： 中部大学准教授　 服部　 公央亮

・ A I、統計に基づく 処理の概要説明

・ 計測・ 自動認識の適用事例の紹介

・ 演習（ 深層学習の演習などを予定）

【 講師紹介】

【 注意事項】

会場： 15 号館 4 階 15 4 D ,15 4 E

講師： 中部大学准教授　 服部　 公央亮

中部大学　 理工学部　

A Iロボティ クス学科

教授　 梅崎 太造 氏

 ○ノ ート パソコンについては、以下の要件を 満たすも のを持参してく ださ い。

  ・ 通信可能で演習用ソ フト ウェ アをインスト ールできること

  ・ O S： W ind o w s10 以上、CPU： co re  i7 同等以上推奨

  ・ U SB 3 .1対応のU SBポート を１つ以上備えていること

  ・ Typ eA 形式でU SB接続が可能なこと（ U SBハブや変換での対応も 可）

 ○事前に指定のサイト から 必要なファイルを ダウンロード してく ださ い。

  （ ダウンロード 方法などは、別途参加者へお知らせし ます。）    

中部大学　 理工学部　

宇宙航空学科

准教授　 服部 公央亮 氏

個人認証、３ 次元形状計測、デジタ ル

ホログラ フ ティ 、音声認識に関する 研
究 を 行 う 。 音 声・ 画 像 処 理 技 術と

ニューラルネット ワーク 設計技術を 基

盤と する認識・ 計測・ 検査装置を 開発
している。グッド デザイン賞、産学官連

携功労者表彰： 科学技術政策担当大

臣賞など数多く の賞を受賞。

「 信号処理・ 画像処理入門」

「 撮影・ 計測入門」

「 A I・ 統計入門」

2 024 年

2
13 :0 0 ～16 :3 0

2 2月 日 (木)

2 024 年

3
13 :0 0 ～16 :3 0

14月 日 (木)

2 02 4 年

2
13 :0 0 ～16 :3 0

29月 日 (木)

第1回

第2 回

第3 回

【 事例紹介】

　 半田重工業株式会社

【 事例紹介】

　 三菱重工航空エンジン株式会社

　 　

画像を用いた認識・ 計測、光学を 利用

し た可視化・ ３ 次元計測、統計に基づ
く 工業現場や医療現場で 得ら れた

データ に対する定量化システム等に関

する研究を行う 。画像計測と 自動認識
技術により 、航空機エンジンの外観検

査等の自動検査システムを研究・ 開発

している。

フォ ークリ フト ・ 高所作業者向け部品製造が主業。工場向けD X製品の

開発、販売にも 注力。今回紹介する画像検査機はその主要製品で、顧客

要望に沿ってフルオーダーメ ード で開発。ルールベースの処理以外に、

A I処理技術も 活用している。

画像処理技術を 適用し た検査工程の省力化を実現し よう と 、様々な取

り 組みを 実施し ている。そのう ち、金属断面組織の判定や製造部品の

マーキング読み取り に関する活動内容の概要を 紹介する。

名古屋工業大学名誉教授。個人認証、
３次元形状計測、デジタルホログラフ
ティ、音声認識に関する研究に従事。
音声・画像処理技術とニューラルネッ
トワーク設計技術を基板とする認識・
計測・検査装置を開発。グッドデザイ
ン賞、産学官連携功労者表彰：科学
技術政策担当大臣賞など数多くの賞
を受賞。

https://www.pref.aichi.jp/sangyoshinko/jisedai/robot/council.html
https://www.pref.aichi.jp/sangyoshinko/jisedai/robot/entry.html

